


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































32）最三小判平成 9年 5月27日民集51巻 5 号2009頁。
33）鈴木・前掲注⑸ジュリスト27頁を参照。
34）小島・前掲注⑸52～53頁。
インターネットでの個人の表現行為と名誉毀損罪の成否・再論
115
た点には問題がある。したがって，この限度で本件第一審判決の論理を否
定した本件控訴審判決，そして本決定は妥当と考えられる。
しかしながら，インターネット上での個人の表現行為については，従来
のマス・メディアによる表現行為とは異なる考慮が必要であるように思わ
れるにも関わらず，この点に対する顧慮がなされずに，従来の基準を踏襲
した本決定についても疑問が残る。本決定の考え方が妥当であると言える
のかどうか，さらなる考察を進める必要があろう。
また，この点との関係で，対抗言論の考え方についても，なお検討すべ
き課題が少なくないように思われる。改めて検討を加えたい。
追記：本稿校正時に，紀藤正樹「インターネット上の表現に対する名誉
毀損事件」法学セミナー674号（2011年）30頁に接した。
